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岡
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・

大
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緑
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番
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印
刷

印
刷
文
化
堂

星川 優哉
や

さん

表
紙
の
写
真

携帯・スマホから
アクセス！

大石田町大字駒籠 番地
電話力をあわせて よいしょ よいしょ （あったまりランド 月 日）

雪の中がんばって営業中！

星川 優

発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

村
岡

藤
弥

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地
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印
刷

印
刷
文
化
堂

大石田町大字駒籠 番地
電話

亀亀井井田田地地区区（（駒駒籠籠））亀井田地区（駒籠）

大大石石田田町町議議会会事事務務局局大石田町議会事務局

おお気気軽軽ににおおいいででくくだだささいい。。（（議議場場はは役役場場 階階でですす））お気軽においでください。（議場は役場 階です）

電電話話 （（内内線線 ））電話 （内線 ）

（（ 月月 日日 日日））（ 月 日 日）

（（ 月月 日日））（ 月 日）

委
員
長

村
形
昌
一

副
委
員
長

岡

英
和

委

員

小
玉

勇

委

員

遠
藤
宏
司

委

員

芳
賀

清

昨
年

月
末
に
編
集
委
員

も
替
わ
り
、
新
た
な
視
点
・

焦
点
で
斬
新
さ
を
発
揮
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
民
全
て
が
認
識
し
て
い

る
よ
う
に
、
人
口
減
少
、
高

齢
化
率
の
上
昇
、
生
業
等
に

つ
い
て
町
は
厳
し
い
局
面
に

立
た
さ
れ
て
お
り
、
躊
躇
し

て
い
る
暇
は
な
い
は
ず
で
す
。

現
実
を
直
視
し
、
ゆ
っ
く
り

し
か
し
確
実
に
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
善
後
策
、
或
い
は
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

議
会
だ
よ
り
の
中
で
し
っ
か

り
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

メ
ン
バ
ー
全
員
張
り
切
っ

て
編
集
に
励
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
致
し
ま
す
。【
記

小
玉
】

こだわりのそばを打つことがポリシー。
我が家でとれた自然薯がお勧めです！
父母・祖母と 人暮らし。
趣味 映画鑑賞 ウインドーショッピング

駒
籠
で
そ
ば
店
を
経
営
し

て
い
ま
す
。

資
金
不
足
と
設
備
投
資
、

原
材
料
確
保
が
大
変
で
し
た
。

日
本
各
地
よ
り
美
味
し
い

そ
ば
を
求
め
て
大
石
田
へ
来

る
お
客
様
が
多
い
こ
と
で
す
。

豊
か
な
自
然
、
お
い
し
い

農
産
物
で
す
。

そ
ば
の
町
・
大
石
田

を
盛
り
上
げ
た
い
と
、
本

職
以
外
で
活
躍
し
て
い

る
、
若
手
そ
ば
職
人
の
星

川
さ
ん
。
若
者
が
元
気
だ

と
町
の
未
来
も
明
る
く
な

り
ま
す
。
今
後
、
益
々
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
そ

ば
も
大
変
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

【
記

村
形
】

月

日

あ
っ
た

ま
り
ラ
ン
ド
深
堀

で

の
新
春
行
事
の
一
コ
マ

で
す
。
お
客
様
や
従
業

員
み
ん
な
で
協
力
し
て

美
味
し
い
お
餅
を
つ
き

ま
し
た
。

杵
と
臼
で
お
餅
を
つ

く
こ
と
は
最
近
で
は
珍

し
く
な
り
、
東
根
市
か

ら
来
て
い
た
ご
家
族
は

楽
し
そ
う
に
つ
い
て
く

れ
ま
し
た
。

つ
き
た
て
の
五
升
の

お
餅
は
納
豆
餅
に
し
て
、

お
客
様
に
無
料
で
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
長
や
若
者

応
援
隊
長
等
を
し
て
い
ま
す
。

集
客
と
お
客
様
に
喜
ば
れ

る
新
商
品
の
開
発
。

議
員
全
員
に
日
本
一
の
セ

ー
ル
ス
マ
ン
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
誰
で
も
自
由
に

使
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
。



おおいしだ 議会だよりおおいしだ 議会だより

氏

名
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香
坂

明
さ
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仲
通
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務
地
・

大
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町
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氏

名
・
五
十
嵐
恵
美
子
さ
ん（
四
日
町
）

勤
務
地
・
最
上
川
千
本
だ
ん
ご

氏

名
・
遠
藤
舞
子
さ
ん（
仲
通
）

勤
務
地
・

大
石
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

氏

名
・
村
岡
純
子
さ
ん（
鷹
巣
）

勤
務
地
・

大
石
田
町
地
域
振
興
公
社

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀
・
虹
の
館

氏

名
・
有
路
麻
布
由
さ
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勤
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藤
知
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さ
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域
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大
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田
駅
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氏
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香
坂

明
さ
ん（
仲
通
）

勤
務
地
・

大
石
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

氏

名
・
五
十
嵐
恵
美
子
さ
ん（
四
日
町
）

勤
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本
だ
ん
ご

氏
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藤
舞
子
さ
ん（
仲
通
）

勤
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地
・

大
石
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

氏

名
・
村
岡
純
子
さ
ん（
鷹
巣
）

勤
務
地
・

大
石
田
町
地
域
振
興
公
社

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀
・
虹
の
館

氏

名
・
有
路
麻
布
由
さ
ん（
庚
申
町
）

勤
務
地
・
大
石
田
町
立
図
書
館

氏

名
・
齋
藤
知
里
さ
ん（
豊
田
）

勤
務
地
・

大
石
田
町
地
域
振
興
公
社

大
石
田
駅
売
店

町
に
は
何
も
無
い
と
い
う

人
が
い
る
が
、
都
会
か
ら
の

観
光
客
は
小
さ
な
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
。
銀
山
・

だ
ん
ご
・
そ
ば
な
ど
の

ま

わ
り
の
情
報

つ
い
で
の

情
報

小
ネ
タ

を
ち
ょ
っ

と
教
え
て
あ
げ
る
だ
け
で
楽

し
さ
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
価
値
が
生
ま
れ
る
。

情
報
発
信
は
誰
か
が
や
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

や
っ
て
い
け
れ
ば
理
想
だ
と

感
じ
る
。

日
々
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

接
客
す
る
よ
う
従
業
員
に
指

導
し
て
い
る
。

今
日
も
笑

顔
で

と
一
言
、
上
に
立
つ

人
が
口
に
出
す
だ
け
で
意
識

が
違
う
。

接
客
が
悪
い
と
二
度
目
が

な
く
な
る
。
町
外
県
外
か
ら

も
う
一
回
来
て
も
ら
い
た
い
。

気
持
ち
よ
く
帰
れ
ば
ま
た
来

た
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
。

家
族
や
友
人
、
近
所
の
人
に

も
紹
介
し
た
く
な
り
、
リ
ピ

ー
タ
ー
や
新
規
の
お
客
様
も

増
え
る
と
思
う
。
そ
ん
な
場

所
で
あ
り
続
け
た
い
。

町
の
魅
力
発
信
の
た
め
に

種
類
の

で
情
報
発

信
し
て
い
る
。
町
に
関
わ
り

の
な
い
人
か
ら
も
魅
力
を
感

じ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報

を
知
り
、
宮
城
県
か
ら
わ
ざ

わ
ざ

に
来
て
く
れ
た
方
が
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
宮
城
県
、

秋
田
県
な
ど
県
外
に
向
け
て
、

情
報
発
信
に
取
り
く
み
た
い
。

町
に
空
き
家
が

件

あ
り
、
転
出
者
の
ほ
と
ん
ど

が
雪
の
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ

て
し
ま
う
。
町
内
の
雪
景
色

は
本
当
に
き
れ
い
で
感
動
す

る
。
し
か
し
き
れ
い
な
だ
け

で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
人

口
流
出
を
止
め
、
い
か
に
人

が
来
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば

と
思
う
。

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
は
前

回
の
改
修
か
ら

ね
こ
バ
ス

の
問
合
せ
等
が
増
え
、
人
は

来
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

図
書
館
も
接
客
が
大
切
と

感
じ
て
い
る
。
何
度
も
来
た

く
な
る
図
書
館
に
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
他
市
町
と
連
携
し
た
企

画
を
考
え
て
い
る
。
行
政
や

民
間
な
ど
隔
た
り
な
く
タ
ッ

グ
が
組
め
る
環
境
が
必
要
と

感
じ
る
。

ど
こ
に
ど
ん
な
石
碑
が
あ

る
な
ど
町
の
観
光
情
報
を
町

民
が
も
っ
と
知
る
べ
き
。

観
光
客
か
ら
は
い
ろ
ん
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

選
択
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
。

冬
の
大
石
田
駅
は
大
変
込

み
合
う
。
そ
ん
な
時
、
声
を

か
け
て
情
報
提
供
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
大
雪
の
中
で
も

雪
の
写
真
を
撮
っ
て
楽
し
ん

で
い
る
外
国
人
は
多
い
。
雪

と
観
光
を
一
緒
に
し
た
体
験

ツ
ア
ー
な
ど
、
雪
を
楽
し
む

企
画
は
い
い
と
思
う
。

観
光
客
は

ヶ
所
で
す
べ

て
の
情
報
を
聞
く
の
で
は
な

く
、
行
く
先
々
で
情
報
を
集

め
て
い
る
。
町
全
体
で
観
光

情
報
を
共
有
し
、
ど
こ
か
ら

で
も
情
報
発
信
で
き
る
と
い

い
の
で
は
。
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岡

英
和
議
員

楽しい行事がいっぱい

関

幸
悦
議
員

大
山

二
郎
議
員

賛
成
多
数
】

（
反
対

村
形
・
遠
藤
・
齋
藤
議
員
）

芳
賀

清
議
員

村
形

昌
一
議
員

小
玉

勇
議
員

大
山

二
郎
議
員

遠
藤

宏
司
議
員

遠
藤

宏
司
議
員

齋
藤

公
一
議
員

岡

英
和
議
員

大
山

二
郎
議
員

村
形

昌
一
議
員

星
川

久
議
員

討論とは？

この度、新しくなった消火栓（東町地内）

（にじっこひろば）

賛
成
多
数
】

（
反
対

村
形
・
遠
藤
・
齋
藤
議
員
）

定
以
上
の
利
用
と
聞

く
が
、
日
曜
日
の
開

館
は
で
き
な
い
か
。

町
長

ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査

し
て
検
討
し
た
い
。

営
者
会
や
取
締
役
会

で
ど
ん
な
話
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
共
栄
会
の
皆

さ
ん
の
協
力
な
ど
は
ど
う

か
。

副
町
長

定
期
、
臨
時
の
株

主
会
や
共
栄
会
と
の
話
し
合

い
は
随
時
開
催
し
て
い
る
。

厳
し
い
状
況
で
、
赤
字
の
幅

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

掘
事
業
が

年
延
長

さ
れ
る
が
。

教
育
長

大
型
遺
跡
の
確
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
専
門

家
に
委
託
し
て
調
査
報
告
書

を
作
成
す
る
。

浴
料
の
値
上
げ
・
施

設
維
持
費
・
社
員
の

意
識
改
革
、
赤
字
の
原
因
は

何
か
。

副
町
長

原
因
が
わ
か
れ
ば

対
策
の
仕
方
も
あ
る
。
利
用

者
数
は
、
前
年
比
で
上
回
っ

て
い
る
。 半

期
の
営
業
利
益
が
、

当
初
か
ら
マ
イ
ナ
ス

計
画
で
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。

副
町
長

前

期
分
の
費
用

支
出
の
目
途
を
つ
け
目
標
を

立
て
て
い
る
。

展
と
そ
の
中
身
は
。

産
業
振
興
課
長

町
の
農
業

や
特
色
を
情
報
提
供
し
、
わ

が
町
で
の
就
農
を
促
す
フ

ェ
ア
で
東
京
で
開
催
さ
れ
る
。

農
者
が
来
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
他

課
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

べ
き
で
は
。

産
業
振
興
課
長

定
住
対
策

も
含
め
多
面
的
に

し
て

い
き
た
い
。

朽
化
に
よ
り
設
備
の

不
具
合
が
出
て
い
る
。

支
障
な
い
よ
う
対
策
は
。

教
育
長

施
設
修
繕
は
適
宜

に
行
っ
て
い
る
。
南
小
学
校

の
電
話
は
古
く
修
繕
し
た
い
。

業
費
の
県
補
助
金
が
、

給
食
会
計
に
繰
出
し

さ
れ
た
の
は
。

産
業
振
興
課
長

地
産
地
消

の
推
進
を
図
る
た
め
、
農
林

水
産
物
を
学
校
給
食
に
導
入

す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
。

家
へ
の
直
接
支
払
が

な
く
な
る
。
戸
別
補

償
の
復
活
な
ど
強
く
要
望
す

べ
き
で
な
い
か
。

町
長

農
家
の
所
得
が
減
る

の
は
大
き
な
痛
手
だ
。
政
策

は
国
県
で
実
施
さ
れ
る
の
で
、

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
要
望

活
動
で
努
力
し
た
い
。

朽
化
に
よ
る
全
消
火

栓
の
点
検
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
内

ヶ
所
あ
り
、
分

署
で
点
検
し
て
い
る
。
昭
和

年
代
の
設
置
な
の
で
、
各

分
団
に
点
検
等
注
意
喚
起
を

し
た
。

町
地
内
の
消
火
栓
修

理
が
、
予
算
可
決
前

に
工
事
発
注
は
、
い
か
が
な

も
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

環
境
衛
生
事
業
組
合
で
発
注

し
た
が
、
消
火
栓
と
い
う
事

で
早
急
に
工
事
を
完
了
し
た

い
の
で
進
め
た
。

決
処
分
を
な
ぜ
し
な

か
っ
た
の
か
。
議
会

軽
視
で
は
。

町
長

消
火
栓
破
損
と
い
う

緊
急
性
の
工
事
の
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
、
ご
理
解
願

い
た
い
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

ー
ス
老
朽
化
の
点
検

や
更
新
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

各
分
団
や
自
主
防
災
会
の
訓

練
等
で
確
認
し
て
い
る
。

議案の採決の前に、反対、賛成の意見をその理由を明確に
して表明することで、自分の意見に反対している人や態度を
決めかねている人を自分の意見に同調させることです。

町
長
に
は
専
決
権
が

あ
る
の
に
や
ら
な
か
っ

た
の
は
、
指
摘
の
と
お

り
。
日
本
国
憲
法
に
有

事
法
制
の
中
で
緊
急
事

態
対
応
事
項
が
な
い
。

今
回
の
件
は
ま
さ
し
く
、

緊
急
避
難
的
に
町
民
生

活
の
優
先
を
考
え
て
処

理
さ
れ
た
こ
と
で
、
町

長
も
今
後
な
い
よ
う
に

と
謝
罪
し
て
い
る
の
で
、

寛
容
の
心
で
予
算
案
に

賛
成
す
る
。

消
火
栓
工
事
の
発
注

に
つ
い
て
、
事
務
手
続

き
の
重
大
な
瑕
疵
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

降
雪
期
を
迎
え
て
早
急

な
修
繕
も
理
解
で
き
る

が
、
今
定
例
会
の
議
案

提
出
は
町
長
に
責
任
が

あ
る
。
議
決
を
得
な
い

で
事
案
が
進
む
の
は
議

会
制
民
主
主
義
の
根
幹

を
揺
る
が
す
も
の
。
よ

っ
て
こ
の
議
案
に
つ
い

て
反
対
す
る
。
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村
形

昌
一
議
員

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

ページ

遠藤 宏司 議員

ページ

小玉 勇 議員

ページ

村形 昌一 議員

村
形

昌
一
議
員

いきいき元気！エアロビ教室（保健センター）

全
員
賛
成
】

岡

英
和
議
員

村
形

昌
一
議
員

齋
藤

公
一
議
員

全
員
賛
成
】

遠
藤

宏
司
議
員まだ来てケロにゃ

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

ページ

遠藤 宏司 議員

ページ
ページ

小玉 勇 議員

ページ

ページ

村形 昌一 議員

ページ

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

おおいいししいい 米米、、大大石石田田。。おいしい 米、大石田。

期
計
画
へ
入
る
前

に
、
第

期
の
結
果

を
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ

き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長

今
回
は
デ

ー
タ
分
析
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
き
た
い
。

議員が町の行財政全般にわたり、方針

や執行状況、所信などを質すことをいい

ます。議員 人あたりの持ち時間は 時

間です。今定例会では 議員が一般質問

を行いました。

助
金
を
使
っ
て
、
も

っ
と
町
内
産
の
食
材

を
使
っ
て
い
く
な
ど
、
今
後

の
町
の
考
え
方
は
。

教
育
長

地
産
地
消
は
、
安

心
・
安
全
、
つ
く
っ
て
い
る

人
の
姿
、
心
を
感
じ
る
と
い

う
教
育
が
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
も
県
産
物
を
多
く
使
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

礼
品
の
お
せ
ち
に
対

す
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
は
。
多
数
の
申
し
込
み
を

受
け
て
い
る
が
、
対
応
は
大

丈
夫
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

お
せ
ち
に
つ
い
て
は
、

月

日
を
締
切
と
し
て
い
る
。

留
守
に
な
ら
な
い
よ
う
ハ
ガ

キ
等
で
連
絡
し
て
い
る
。

附
金
を
残
り

ヶ
月

で

千
万
円
増
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
か
な
り
強

気
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

月
末
時
点
で

億

千
万

円
。

月
上
旬
で
さ
ら
に

千
万
円
の
増
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば

千

万
円
は
超
す
と
見
込
ん
で
い

る
。

元
の
業
者
が
入
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

副
町
長

指
名
審
査
会
で
選

定
し
て
い
る
が
、
町
内
業
者

は
、
基
準
を
満
た
す
実
績
が

な
か
っ
た
。
町
内
業
者
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
協
力
業
者
や

下
請
け
と
い
う
形
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

の
返
礼
品
の
出
足
が

鈍
い
が
。

町
長

山
形
県
の
米
は
大
変

評
判
が
い
い
が
、
大
石
田
の

米
は
県
で
一
番
高
い
状
況
。

寄
附
者
は
同
じ
額
で
量
の
多

い
米
を
求
め
て
い
る
。
農
協

単
独
で
い
い
の
か
も
含
め
、

今
後
検
討
す
る
。

泊
定
員
数
は
変
わ
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

こ
れ
ま
で
と
変
更
は
な
い
。
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みんなでもっと利用しよう （劇団じゃがいも公演）

今年の冬は大丈夫なのか・・・

村
形

昌
一
議
員

途中で途切れる点字ブロック（中学校前）
高齢者にとっては大事な買い物（緑町地内）

小玉 勇 議員

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例

小玉 勇

村
形

昌
一
議
員

過
去

年
間
、
町
民
所
得
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

町
長

総
所
得
が

億
円
、

億
円
、

億
円
、

億
円
、

億
円
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

ぼ
横
ば
い
と
判
断
し
て
い
る

が
、
給
与
所
得
や
雇
用
状
況

は
向
上
し
て
い
る
。

町
内
産
業
の
状
況
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

町
長

雇
用
確
保
が
難
し
く

産
業
が
伸
び
な
い
面
も
あ
る

と
感
じ
る
。

現
在
何
軒
あ
る
の
か
。

町
長

ひ
と
つ
増
え
て

軒

と
考
え
て
い
る
。

何
回
も
同
じ
質
問
を
し
て
き

た
が
、
柳
に
風
で
聞
き
流
し

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

町
長

こ
れ
ま
で
の
答
弁
の

繰
り
返
し
で
な
く
、
今
後
の

対
応
、
方
向
性
を
示
し
た
い
。

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長

条
例
に
規
定
す
る

大
石
田
町
空
き
家
対
策
審

議
会

の
委
員
を
委
嘱
し
、

本
年
度
中
に
審
議
会
を
開
催

す
る
。

中
小
企
業
へ
の
貸
付
は
。

町
長

町
で
は

大
石
田
町

中
小
企
業
資
金
融
資
保
証
料

補
給
規
程

に
よ
り
資
金
調

達
の
円
滑
化
に
対
応
し
て
い

る
。
現
在

件
、

億

千

万
円
の
保
証
債
務
残
高
が
あ

り
、
町
は

万
円
を
補
給
し

て
い
る
。

町
の
借
金
の
借
り
換
え
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

借
り
換
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
、
全
て
行
っ
て

い
る
。

審
議
会
で
は
何
を
す
る
の
か
。

町
長

町
内
の
空
き
家
の
実

態
を
見
て
も
ら
い

不
測
の

事
態
の
お
そ
れ

の
大
小
を

客
観
的
に
判
断
し
て
も
ら
い
、

町
の
取
る
べ
き
措
置
に
つ
い

て
や
行
政
代
執
行
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
の
意
見
を
も
ら
い

対
策
を
進
め
て
い
く
。

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

町
長

多
目
的
ホ
ー
ル
や
中

小
会
議
室
で
は
、
多
く
の

方
々
に
利
用
い
た
だ
い
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ヶ
月
で

名
。
昨
年

の
ぞ
う
さ
ん
ル
ー
ム
と
並
ぶ

ほ
ど
大
き
く
増
加
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
は
約

千

名
の
利
用
が
あ
り

講
座
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今
後
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と

し
て
相
談
業
務
の
拡
充
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

図
書
館
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長

一
日
平
均

名
が
来
館
し
、
旧
図
書
室
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
。

村
山
市
大
高
根
で
は
オ
ー
ラ

ダ
号
と
い
う
販
売
車
が
買
い

物
に
不
自
由
な
人
た
ち
の
助

け
に
な
っ
て
い
る
。
町
の
対

策
は
。

町
長

県
内

市
町
で
移
動

販
売
を
実
施
し
て
い
る
が
、

主
体
は
多
様
で
資
金
も
さ
ま

ざ
ま
な
補
助
を
活
用
し
て
い

る
。
当
町
で
は

名
の

高
齢
者
が
一
人
暮
ら
し
だ
。

今
の
と
こ
ろ
、
買
い
物
が
で

き
ず
困
っ
て
い
る
と
の
相
談

は
な
い
。

そ
の
理
由
を
ど
う
と
ら
え
て

い
る
か
。

町
長

車
が
な
く
て
も
、
福

祉
バ
ス
・
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

今
後
は
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

で
の
買
い
物
や
、
業
者
の
移

動
販
売
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。

他
の
市
町
の
業
者
が
当
町
に

大
勢
の
顧
客
を
持
ち
、
活
動

し
て
い
る
。
町
民
に
よ
る
事

業
は
で
き
な
い
か
。

町
長

現
在
、
県
が
事
務
局

と
な
っ
て
地
域
の
枠
を
越
え

た
地
域
創
生
を
目
指
し
た
研

究
を
し
て
い
る
。
村
山
市
・

尾
花
沢
市
と
と
も
に
高
齢
者

の
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
協

議
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
採
算

性
や
民
間
業
者
と
競
合
の
問

題
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
県

か
ら
の
補
助
金
も
期
待
で
き

る
の
で
積
極
的
に
研
究
を
進

め
て
い
く
。

視
覚
障
が
い
者
や
車
イ
ス
の

方
が
不
便
を
感
じ
て
い
る
道

路
は
な
い
か
。

町
長

整
備
状
況
は
決
し
て

十
分
で
は
な
い
と
考
え
る
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
歩
道
の
状
況
は
。

町
長

中
学
校
交
差
点
か
ら

愛
宕
町
方
面
で
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
、

大
橋
ま
で
の
途
中
で
途
切
れ

て
い
る
状
態
だ
。
整
備
を
検

討
し
た
い
。

第

条
第

項

審
議
会
は
、
委
員

人
以
内

で
組
織
し
、
次
に
掲
げ
る
者
の

う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
。

（

）学
識
経
験
者

（

）町
民
の
代
表
者



おおいしだ 議会だより

流雪溝がないと除雪も大変（今宿地内）

遠
藤

宏
司
議
員

念願の亀井田橋開通！（ ）

めでたい三世代渡り初め

遠
藤

宏
司
議
員

国
保
税
の
負
担
増
な
ど
医

療
・
福
祉
政
策
は
後
退
し
た

と
思
う
が
。

町
長

国
保
税
の
一
人
当
た

り
の
負
担
額
は
県
内
で
高
い

方
か
ら

番
目
だ
。

個
々
の
所
得
の
多
い
少
な
い

が
税
額
に
影
響
し
て
い
る
。

学
校
の
施
設
や
設
備
は
年
々

老
朽
化
し
て
お
り
、
教
育
環

境
の
対
策
は
無
視
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長

大
石
田
小
学
校
の
外

壁
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
劣

化
状
況
を
調
査
し
対
応
を
検

討
す
る
。

流
雪
溝
の
全
町
整
備
で
は
、

庄
司
町
政
の
も
と
で
、
あ
ら

た
に
手
掛
け
た
と
こ
ろ
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

県
と
取
水
方
法
の
協

議
を
行
い
、
水
利
使
用
に
つ

い
て
は
国
土
交
通
省
に
町
単

独
で
中
央
要
望
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
現
在
、
今
宿
・
新

町
地
区
、
小
菅
地
区
、
駒
籠

地
区
を
重
点
地
区
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
理
解
願
い
た
い
。

残
任
期
間
で
、
町
民
が
住
む

喜
び
を
実
感
で
き
る
施
策
を
。

町
長

本
年
は
、
亀
井
田
橋

の
開
通
や
虹
の
プ
ラ
ザ
の
竣

工
な
ど
、
町
に
と
っ
て
は
記

念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。

期
目
以
降
は
、
現
時
点

で
は
白
紙
で
あ
り
、
与
え
ら

れ
た
任
期
は
常
に
全
力
で
町

政
を
全
う
す
る
覚
悟
だ
。

今
後
は
ソ
フ
ト
事
業
も
視

野
に
入
れ
、
住
む
喜
び
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。
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村 形 昌 一 小 玉 勇
遠 藤 宏 司 齋 藤 公 一
星 川 久

芳 賀 清

岡 英 和

関 幸 悦

大 山 二 郎

村 岡 藤 弥

月 日の第 回臨時会において、新たに議長、副議長が選出されました。また、
常任委員会委員や議会運営委員会委員、一部事務組合議会への出向議員も選出され、
新しい議会構成での活動がスタートしました。

委員長 村形昌一 副委員長 岡 英和

委 員 小玉 勇 遠藤宏司 芳賀 清

委員長 星川 久 副委員長 関 幸悦

委 員 村形昌一 遠藤宏司 齋藤公一

委員長 齋藤公一 副委員長 関 幸悦

委 員 岡 英和 小玉 勇 大山二郎

委員長 村形昌一 副委員長 遠藤宏司

委 員 村岡藤弥 芳賀 清 星川 久


